










物理と数学で新たな価値を創出する

　応用物理工学プログラムでは、学生が物理学や数学などの基礎科学を系統的に学びながら現代物理学に対する素養
を身につけるような教育を行います。これによって、光センシングやエネルギー変換、エネルギー計測などの最先端光学
技術の開発を加速させるなど、習得した知識を実用技術へと発展できる能力や課題解決能力、高い倫理性を持った技術
者や研究者を育成します。そこで本プログラムでは次のような人を求めています。

自然科学や科学技術に対する強い関心とそれらを生かして、将来社会の役に立つ意欲がある人。
物理学や数学などの基礎的学力を有し、持続して勉学に取り組むことができるとともに、課題の解決へ向け主体的に行動でき
る人。
実験や観察において深く考察する思考力と、その結果の表現力を有し、学習を通して獲得した知識・スキル・行動力を社会に還
元できる人。
光センシングやエネルギー変換、エネルギー計測などの最先端工学技術開発に寄与できる高度専門技術者・研究者の育成を目
的とした教育に興味をもっている人。

　カリキュラムは、工学基礎科目と共通融合科目（ジェネラリスト育成）を履修

し、続いてプログラム専門科目（スペシャリスト育成）を履修する流れとなってい

ます。プログラム専門科目では、まず物理学や数学などの基礎科学を習得し、そ

の後、電子物性工学や物理計測工学の基本原理と基礎知識を習得します。演習

や実験を併用することで、応用能力を有する創造性豊かな人材を育成する教育

を行います。

■ナノオーダーサイズの低次元半導体が示す新たな物性の探索

■中赤外検出用半導体超格子に関する研究

■超高効率多接合太陽電池への応用を目指した新材料の開発

■赤外線波長帯の受光素子の研究

■半導体レーザーのための光電変換素子の研究

■レーザー照射による光学薄膜の作成

■国際宇宙ステーションを用いた突然輝きだす天体の観測研究

■X線天文衛星による宇宙高エネルギー現象の観測研究

■次世代X線天文衛星に搭載するX線CMOSイメージセンサの開発

■量子ビーム加速器を用いた原子核実験

■物理計測のための信号処理集積回路の開発

■農業のための光センシング技術の研究

レーザ計測装置をつけたドローンによ
る農産物の収穫量予測

応用物理工学実験 半導体薄膜作成装置による実験 X線CMOSイメージセンサの評価実験

2023年度打ち上げ予定のX線分光撮像衛星
「XRISM」

赤外線検出デバイスの低温測定 宮崎大学ECR型イオン照射装置

●
●

●

●

新材料・半導体分野 量子・計測技術分野

詳しくは応用物理工学プログラムのHPをご覧ください。 https://www.miyazaki-u.ac.jp/apphys/
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応用物理工学プログラム
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A p p l i e d  P hy s i c s  a n d  E n g i n e e r i n g  P r o g r a m

プログラム風景

求める学生像

カリキュラムの概要

主な研究分野

※2023年度入学生までのカリキュラムとなります。

令和5年4月1日現在



　電気電子工学プログラムでは、数学、電気回路、電磁気学を基礎とし、太陽光発電、再生可能エネルギー、医療工学、集
積回路、電力、プラズマ、制御、レーザー、センシング技術、半導体材料、電磁波の各専門分野の考え方を習得するため、講
義、実験、演習を体系的に編成した教育研究を行います。
　したがって、本プログラムでは、次のような人材を求めています。

人類が持続的に発展することに貢献しようとする意思をもつ人。
問題解決へ向けて、自ら積極的に目標と計画を立てることができる人。
日本語および英語を用いた基本的表現力をもつ人。
問題解決へ向けて、強い意志をもって持続的に取り組むことができる人。
電気電子工学分野（数学、電気回路、電磁気学を基礎とし、太陽光発電、再生可能エネルギー、集積回路、電力、プラズマ、制御、レー
ザー、センシング技術、半導体材料、電磁波などの各専門分野）に強い関心をもつ人。
電気電子工学分野を学ぶための数学、理科、英語などの基礎学力をもつ人。

　カリキュラムは、大学教育入門セミナー、英語、情報・データリテラシーなどの

基礎教育科目、工学を学ぶ上での基礎となる数学、物理などの工学基礎科目、他

プログラム科目、さらに専門的かつ先端的な回路、半導体、電気などの分野を網

羅したプログラム専門科目で構成されています。専門教育では、実験、セミナー

や演習科目を充実させ、4年次には、希望する研究分野での卒業研究を通して高

度な専門知識と技術を修得できます。

■低コスト高効率太陽電池の開発

■集光太陽電池システムと応用技術の開発

■車載用高効率太陽電池の開発

■熱電材料、熱電システムの研究

■癌温熱療法治療予測手法の開発

■電動車椅子制御システムの開発

■歩行計測機器の開発

■ナノミスト噴霧器の開発と応用

■電力ケーブルの劣化診断技術の研究

■ワイヤレス給電の開発

■アルゴンプラズマ光源の開発

■非破壊検査の研究

学生実験風景回路シミュレーション実施風景 車載用高効率太陽電池の実証実験風景 水中放電プラズマ実験風景

●
●
●
●
●

●

再生可能エネルギー分野 医療・生体工学分野 スマートエネルギーソリューション分野

詳細は電気電子工学プログラムのHPをご覧ください。 https://www.miyazaki-u.ac.jp/feee/
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電気電子工学プログラム
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E l e c t r i c a l  a n d  E l e c t r o n i c  E n g i n e e r i n g  P r o g r a m

最先端の電気電子テクノロジーで世界をビリビリさせよう

プログラム風景

求める学生像

カリキュラムの概要

※2023年度入学生までのカリキュラムとなります。

主な研究分野

令和5年4月1日現在



機械知能工学プログラム
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M e c ha n i c a l  E n g i n e e r i n g  P r o g r a m

　機械知能工学プログラムでは、ものづくりのベースとなる機械工学の知識や、これからの社会で必要となる情報処理
や人工知能等の関連知識を習得できる教育を行います。また、持続的社会の実現に向けて、高い創造力と実行力を持っ
た人材の育成を目標としています。そこで本プログラムでは次のような人材を求めています。

　機械知能工学プログラムでは、日本学術会議が策定した機械工学分野の参照基準に適合したプログラムを通して、創造的思考の基

盤となる機械工学の専門知識を養う教育を行います。加えて、次世代の機械に求められるニーズに対応するために、AIやセンシング

技術について教育します。また、機械工学に関わる実験・実習を通して論理的な表現力やコミュニケーション能力を培う教育を行い

ます。

詳細は機械知能工学プログラムのHPをご覧下さい。 http://www.miyazaki-u.ac.jp/mech/

「人と自然に優しいものづくり」や「超スマート社会の実現に向けたものづくり」に関連する技術の開発や研究に対して熱意を持

って取り組む人。

数学及び理科の基礎的な知識・理解を有する人。

コミュニケーション能力を身に付ける上で必要となる語学能力と学問への関心を持つ人。

学習を通して獲得した知識・スキル・行動力を社会に還元することのできる意欲溢れる人。

●

●
●
●
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2

3
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■省資源を考慮した「ものづくり」に関連する材料・設計・加工に関する研究

■生活や労働環境改善のための振動・制御に関する研究

■省エネルギーおよび環境を考慮した流体・熱に関する研究

■スマート社会実現のためのロボットや知能センシングに関する研究

■農学や医学と連携した研究

高齢者の歩行と転倒防止、運動機能の補助、
膝患者の機能回復に用いられる膝装具

AIとIoTを用いた豚の自動選別システム 低振動型電動工具の試作機

遠心ポンプ内部流れの数値シミュレーション

地域の特徴を活かした「人と自然に優しいものづくり」や、
地域社会に貢献する「超スマート社会の実現に向けたものづくり」

本プログラムのJABEE認定プログラムは2022年度入学生までを対象としています。

主な研究分野

求める学生像

カリキュラムの概要

プログラム風景

※2023年度入学生までのカリキュラムとなります。

令和5年4月1日現在









Faculty of Engineering University of Miyazaki 202420 Faculty of Engineering University of Miyazaki 2024 21

教育研究支援

地域貢献活動

就職状況

詳細は教育研究支援技術センターのHPをご覧ください。
https://www.teng.miyazaki-u.ac.jp/

詳細はHP掲載の「地域とともに」をご覧ください。
https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/about/together/

ものづくり教育実践センター ICTソリューションセンター

　「教育研究支援技術センター」は、教育・研究・管理運営等様々な面から工学部を支援しています。また、工学部内施設の「も
のづくり教育実践センター」と「ICTソリューションセンター」を、教職協働で支援しています。

・教育→学生実験・演習・実習への支援
・研究→卒業研究等の実験への技術指導・サポート、実験装置の製作等支援
・管理運営→実験装置や情報システムの保守管理、学部・学内共同施設の管理

　技術系の学部・大学院の教育改革を支えるための、デザイ
ン能力やものづくり能力の育成と、実践型教育の現場として
広く活用することを目指し、宮崎大学の開かれたものづくり
支援部門として工作設備を全学に開放しています。

　宮崎大学工学部では、毎年、地域住民との交流の場となる「アドベンチャー工学部」、高校生を対象に工学部を紹介する「テク
ノフェスタ体験入学」などの事業を行っております。
　また、公開講座の開催や宮崎県「翔け！未来の科学者育成事業」、県教育委員会「スーパーサイエンスハイスクール事業」等、
県内各地の事業・イベントに協力しています。

　ICTを活用した教育の実践・演習の拠点の整備・ 充実を通
して、工学部及び工学研究科の学生デザイン能力（企画・構想
力）向上を目的とし、ICTを活用した実験・演習・体験型教育
の実践と、研究の場を提供しています。

教育研究支援技術センター

教育 研究 管理運営

アドベンチャー
工学部は

小さいお子さん
も参加可能です

！アドベンチャー
工学部は

小さいお子さん
も参加可能です

！

高等学校教諭一種免許状（理科）※1

高等学校教諭一種免許状（工業）※1

学芸員資格※2

毒物劇物取扱責任者※3

安全管理者※4

危険物取扱者（甲種）※5

修習技術者資格※6

測量士補※7

機械設計技術者※8

エネルギー管理士※9

　　　 年　度

工学部就職率（％）

工学研究科就職率（％）

2018

100

100

2019

98.2

99.2

2020

98.9

99.2

2021

98.4

97.4

2022

98.1

99.3

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯ ◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

別に定める教育職員免許法の所要単位を修得し、
各都道府県の教育委員会に申請する必要があり
ます。
所定の単位を修得し、申請すれば「学芸員に関する
科目の単位修得証明書」が交付されます。
応用化学に関する学課を修了した者として、資格
を有します。
卒業後の勤務先で2年以上の産業安全の実務経
験を経て、資格を有します。（受験不要）
化学に関する科目を15単位以上修得すれば受験
資格が得られます。
本プログラムのJABEE修了要件を満たすと、文部
科学省所管の技術士制度における技術士第一次
試験が免除され、修習技術者の資格を得ることが
でき、申請により技術士補の資格を得ることがで
きます。ただし、卒業時の年度に当教育プログラム
が認定されていることが条件です。
所定の科目の所要単位を修得し、申請後に資格が
得られます。
所定の科目の所要単位を修得し、実務経験や所定
の条件等を要するものがあります。
エネルギー管理士試験において必須基礎科目及
び選択科目（熱分野または電気分野）の試験に合
格することにより取得できます。

※1

※2

※3

※4

※5

※6

※7

※8

※9

工学部で取得可能な資格

主な就職先企業・団体（2022年度卒業生実績） ◎は東証プライム市場上場企業（2023年6月時点）

5年間の就職率

高い就職率
％97 以上の5年連続
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資　格

◎TOTO、◎東京エレクトロン、◎東芝、◎富士通、◎パナソニック、◎三菱自動車工業、◎スズキ、
◎京セラ、東京海上日動システムズ、NTTドコモ、BCC

宮崎県庁、宮崎市役所、外務省、国土交通省、宮崎県警察、鹿児島市役所、大分市役所、長崎市役所、千葉県
庁、小林市役所

宮崎県立日南高等学校、宮崎県立日向高等学校

◎宮崎銀行、富士フィルムワコーケミカル、宮崎県ソフトウェアセンター、フェニックスコンサルタント、
MJC、興電舎、ニチワ

【県外企業・団体】

【県内企業・団体】

【公務員】

【教　員】

街へ、社会へ、そして未来へ
　工学部の卒業生の約55％は大学院へ進学し、約45％は精密機器、電子機器、ソフト

ウェア、建設などの関連企業から商社まで広い分野の民間企業と官公庁などに就職し

ています。
進学55％非製造業

21％

製造業
17％

官公庁 6％

2022年度卒業生実績

自営その他 1％
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卒業生と修了生 就職・進学状況

令和5年5月1日現在令和5年5月1日現在

（　）内は留学生で内数 （　）内は留学生で内数

（　）内は留学生で内数

（　）内は留学生で内数

（　）内は留学生で内数

（　）内は留学生で内数

令和5年5月1日現在令和5年5月1日現在

令和5年5月1日現在令和5年5月1日現在

平成30年度（2018） 令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

環境応用化学科

社会環境システム工学科

環境ロボティクス学科

機械設計システム工学科

電子物理工学科

電気システム工学科

情報システム工学科

計

学　科
卒業年度

平成30年度（2018） 令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）
専　攻

修了年度

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

工学専攻

計

専　攻 コース

環境系

エネルギー系

機械・情報系

令和4年度
卒業者数 製造業 非製造業 官公庁 自営その他 進学

環境応用化学科

社会環境システム工学科

環境ロボティクス学科

機械設計システム工学科

電子物理工学科

電気システム工学科

情報システム工学科

計

学　科
進路状況

令和4年度
修了者数 製造業 非製造業 官公庁 自営その他 進学

専　攻
進路状況

環境系コース

エネルギー系コース

機械・情報系コース

令和4年度
修了者数 製造業 非製造業 官公庁 自営その他 進学

専　攻
進路状況

資源環境科学専攻

生物機能応用科学専攻

物質・情報工学専攻

計

資源環境科学専攻

生物機能応用科学専攻

物質・情報工学専攻

計

修了年度

工学専攻

計

コース

学  部 学  部

53

48

50（1）

55（4）

52（1）

46

44

348（6）

57(1)

58

47

54（2）

46

47

58（1）

367（4）

62

46

46（1）

52

53（1）

52

45（2）

356（4）

54

51

51

53（1）

54

50（1）

57（2）

370（4）

50

48（1）

49（1）

55（1）

48

52（1）

53（2）

355（6）

36

50（1）

51（1）

137（2）
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